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「映
画
と
漫
画
に
歴
史
と
現
代
が
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

倉
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久
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石
子
順
さ
ん
が
、
５
月
16
日
、
映

画
・
漫
画
を
通
じ
て
い
ま
の
中
国
を

ど
う
見
る
か
を
話
さ
れ
た
。 

 

開
口
、
戦
後
の
中
国
映
画
復
興
に

旧
満
州
映
画
協
会
の
技
術
者
の
果

た
し
た
役
割
が
大
き
い
と
言
わ
れ

る
。
内
田
吐
夢
を
思
い
出
す
。
岡
山

出
身
の
監
督
。
満
映
理
事
長
、
甘
粕

正
彦
の
自
死
に
か
け
つ
け
、
以
後
中

国
に
留
ま
る
。 

 

戦
前
、
中
国
に
「漫
画
」を
定
着
さ

せ
た
豊
子
愷
は
、
日
本
留
学
中
、
竹

久
夢
二
や
蕗
谷
紅
児
ら
の
抒
情
画

や
漫
画
に
影
響
さ
れ
た
。
日
中
友

好
の
た
ま
も
の
だ
。 

 

中
国
国
歌
は
、
夏
衍
の
映
画
「
風

雲
児
女
」
の
主
題
歌
「
義
勇
軍
行
進

曲
」
で
あ
る
。
夏
衍
は
日
本
に
亡
命

し
、
作
曲
者
聶
耳
も
そ
の
曲
を
日
本

で
完
成
さ
す
。 

 
戦
後
、
「白
毛
女
」な
ど
中
国
映
画

の
上
映
は
日
中
友
好
協
会
が
始
め

た
。
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
日
中
交

流
が
語
ら
れ
た
。 

 

い
ま
上
映
中
の
作
品
で
は
、
「
戦
場

の
レ
ク
イ
エ
ム
」
「
花
の
生
涯
―
梅
蘭

芳
」
、
「
レ
ッ
ド
ク
リ
フ 
パ
ー
トⅡ

」
、

「
四
川
の
う
た
」
を
取
り
上
げ
特
色

に
触
れ
ら
れ
た
。 

 

〈
中
国
漫
画
50
年
〉
の
資
料
で
は

10
作
品
が
示
さ
れ
た
。
中
国
で
は

ひ
と
こ
ま
漫
画
が
中
心
で
、
生
活
の

哀
感
を
描
い
て
お
り
、
政
治
批
判
は

少
な
い
よ
う
だ
。
そ
の
点
で
は
「
上
に

政
策
あ
り
、
下
に
対
策
あ
り
」
が
注

目
さ
れ
た
。 

 

映
画
と
漫
画
に
歴
史
と
現
代
が
つ

ま
っ
て
い
る
。 

 

石
子
順
講
演
会
の
感
想
か
ら 

日
本
と
中
国
が
こ
ん
な
に
近
か
っ

た
と
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

幼
い
と
言
っ
て
も
よ
い
頃
、
三
国
志

を
読
み
、
陳
臣
し
ゅ
ん
（
舜
臣
？
）
の

を
読
み
、
今
、
横
山
光
輝
の
三
国
志

を
読
ん
で
い
ま
す
。
レ
ッ
ド
・
ク
リ
フ

も
見
ま
し
た
。
感
動
し
ま
し
た
が
、

今
日
ほ
ど
近
く
感
じ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

 

日
中
文
化
講
座
を
聞
い
た
の
は
、

は
じ
め
て
で
す
が
、
近
く
て
遠
い
国

で
あ
る
中
国
の
映
画
、
漫
画
の
点
か

ら
の
歴
史
を
う
か
が
え
た
の
は
有
意

義
で
し
た
。 

 
中
国
の
映
画
、
漫
画
に
関
し
て
の

内
容
は
と
て
も
詳
し
く
話
さ
れ
と
て

も
興
味
深
く
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し

た
「
レ
ッ
ド
・
ク
リ
フ
」
は
見
ま
し
た
が

Ⅱ

は
ま
だ
で
す
。
三
国
志
に
興
味
の

無
い
者
で
も
け
っ
こ
う
楽
し
め
ま
し

た
。
本
当
に
今
中
国
の
映
画
は
良
い

物
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
ね
。 

 

「
淡
々
と
情
愛
深
く
」 
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内
山
完
造
先
生
没
後
50
周
年
記

念
事
業
が
、
５
月
17
日
、
井
原
市
で

開
か
れ
た
。
内
山
と
親
交
の
あ
っ
た

魯
迅
の
子
、
周
海
嬰
さ
ん
が
「
わ
が

父
魯
迅
と
内
山
完
造
」
と
題
し
、
記

念
講
演
を
さ
れ
た
。
長
身
瘦
軀
、
総

白
髪
。
内
山
先
生
の
故
郷
を
再
び

訪
問
で
き
た
と
口
を
開
き
、
１
９
２

７
年
（
昭
和
２
）
10
月
12
日
午
後
、

魯
迅
は
内
山
書
店
を
初
め
て
訪
れ

た
、
と
続
け
ら
れ
た
。
そ
の
と
き
、

内
山
は
留
守
だ
っ
た
。
や
が
て
親
交

が
深
ま
る
。
家
族
一
体
の
交
際
。
周

さ
ん
自
身
の
病
気
へ
の
医
師
の
手

配
、
見
舞
。
国
民
党
に
よ
る
指
名
手

配
、
白
色
テ
ロ
か
ら
の
避
難
、
保
護

な
ど
な
ど
。 

  

５
月
17
日
、
井
原
市
芳
井
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
内
山
完
造
先
生

没
後
５０
周
年
記
念
事
業
が
、
「
記

念
事
業
実
行
委
員
会
」
に
よ
っ
て
開

催
さ
れ
、
市
民
や
中
国
か
ら
の
留

学
生
ら
約
６
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。 日

中
倉
敷
支
部
か
ら
大
森
支
部

長
、
栗
本
理
事
長
、
宮
地
事
務
局

長
ら
十
数
人
が
、
岡
山
支
部
か
ら

は
、
竹
内
理
事
長
、
小
林
事
務
局
長

が
参
加
し
ま
し
た
。 

式
典
や
講
演
内
容
に
つ
い
て
は
、

大
森
支
部
長
の
報
告
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

 

こ
の
場
で
、
日
中
西
部
支
部
（
仮

称
）
の
結
成
に
つ
い
て
、
井
原
市
の
森

本
市
会
議
員
を
囲
ん
で
話
し
合
い

ま
し
た
。
今
後
結
成
に
向
け
て
、
井

原
市
で
日
中
主
催
の
映
画
会
か
講

演
会
を
開
催
し
、
参
加
者
を
中
心

に
支
部
結
成
を
め
ざ
す
こ
と
に
し
ま

し
た
。 

森
本
市
議
か
ら
、
栗
本
さ
ん
を
通

じ
て
、
笠
岡
の
原
田
市
議
に
も
働
き

か
け
て
い
た
だ
き
、
井
笠
な
い
し
は
、

西
備
支
部
と
し
て
、
結
成
し
て
い
く

の
が
よ
い
の
で
は
と
、
要
望
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
新
た
な
支
部
結
成
の
動

き
が
出
て
き
ま
し
た
。 

  

 

淡
々
と
し
た
語
り
口
。
簡
潔
、
明

快
な
展
開
。
時
、
所
、
人
物
の
具
体

例
が
確
か
だ
。
魯
迅
没
後
の
内
山
に

も
触
れ
、
そ
の
最
後
に
も
言
及
さ
れ

た
。
語
り
全
体
を
通
じ
、
父
魯
迅
の

敬
意
と
内
山
夫
妻
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
が
よ
く
伝
わ
り
、
さ
わ
や
か
だ
っ

た
。
実
質
は
30
分
足
ら
ず
が
あ
ふ

れ
て
い
た
。
開
会
の
式
典
が
仰
仰
し

く
長
す
ぎ
た
の
で
、
周
さ
ん
の
お
話

し
が
い
っ
そ
う
際
立
っ
た
。 

 

わ
た
し
は
、
魯
迅
の
５
作
品
を
訳

本
に
し
て
い
る
。
周
さ
ん
の
ご
署
名

が
い
た
だ
け
れ
ば
と
動
い
た
け
れ
ど

果
た
せ
な
か
っ
た
。  

 

さ
あ
れ
、
そ
の
謦
咳
に
接
し
、
わ

た
し
の
魯
迅
世
界
は
豊
か
に
な
っ
た

よ
う
だ
。 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 
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徐 鵬飞  《上有政策 下有対策》 
      上に政策あり 下に対策あり 

内
山
完
造
先
生
没
後
50
周
年
記
念
事
業
に
参
加 

内
山
完
造
生
誕
の
地
に
日
中
の
支
部
設
立
を
！ 

左から 大森、森本、宮地、栗本、竹内さんです 



 

 

５
月
25
日
、
中
国
帰
国
者
の
日
本

語
教
室
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
説
明
会
が
、

高
島
公
民
館
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
会
は
、
公
民
館
が
７
月
よ
り

火
曜
日
に
日
本
語
教
室
を
開
設
す

る
た
め
の
準
備
会
で
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ァ

希
望
者
６
名
と
日
本
語
教
室
・
岡

山
の
会
か
ら
３
名
及
び
公
民
館
の
職

員
１
名
の
10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

最
初
に
私
の
方
か
ら
、
日
本
語
教

室
の
あ
ゆ
み
と
「
中
国
帰
国
者
の
日

本
語
教
室
・岡
山
の
会
」及
び
「岡
山

県
連
絡
協
議
会
」
の
組
織
と
役
員
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
、
以
前
中
国
語
を
少

し
勉
強
し
た
が
、
日
本
語
を
教
え
る

た
。
こ
れ
ま
で
同
様
に
、
ど
こ
へい
っ
て

も
研
究
熱
心
な
勉
強
家
で
す
。 

 

講
師
６
台
の
車
で
移
動
し
ま
し
た

が
、
車
中
で
は
、
日
本
語
・
中
国
語

で
楽
し
く
会
話
も
弾
み
ま
し
た
。 

 

次
回
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
少
し
遠
い

所
へ
い
っ
て
は
、
と
の
声
も
聞
か
れ
ま

し
た
。 

 

小
林
軍
治 

 
 

 
 

 

藤
の
花
は
散
っ
て
い
ま
し
た
が
、
新
緑
の
美
し
い

五
月
晴
れ
の
さ
わ
や
か
な
日
で
し
た
。
食
事
の
後

約
40
分
間
藤
棚
を
散
策
し
ま
し
た
。
益
田
さ
ん

の
お
孫
さ
ん
の
一
挙
手
一
投
足
が
、
参
加
者
の

笑
い
を
誘
い
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

篠
原
明
男
さ
ん
は
、
中
国
の
北
京
か
ら
送
ら
れ

た
藤
の
花
に
つ
い
て
の
説
明
を
メ
モ
し
て
い
ま
し

日本語教室・岡山の会 

和気「藤棚」で校外学習 

こ
と
に
つ
い
て
の
不
安
や
現
在
行
わ

れ
て
い
る
教
室
の
様
子
に
つ
い
て
知

り
た
い
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
貝
吹
さ
ん
が
、
自

分
の
体
験
を
ま
じ
え
て
「
楽
し
く
と

も
に
学
び
、
交
流
す
る
」
と
い
う
こ

と
を
大
切
に
し
て
い
る
と
話
し
ま
し

た
。
ま
た
、
私
は
、
是
非
長
岡
の
日

本
語
教
室
（水
）
を
見
学
し
て
ほ
し
い

と
要
請
し
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
次
回
の
準
備
会
を
６
月

16
日
に
高
島
公
民
館
で
開
く
こ
と

を
決
め
て
帰
り
ま
し
た
。 

 

小
林
軍
治 

日
本
語
教
室 

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
説
明
会 

―
高
島
公
民
館
で
― 

 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

６
月
11
日
（木
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で

す
。 

  

小林 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

総
社
の
日
本
語
教
室 

校
外
で
楽
し
い
交
流
・
研
修 

総
社
の
日
本
語
教
室
で
は
５
月
の

連
休
が
明
け
た
８
日
、
足
守
の
近
水

公
園
と
足
守
プ
ラ
ザ
を
訪
ね
「
教

室
」
で
は
得
ら
れ
な
い
楽
し
い
交
流
・

研
修
を
し
ま
し
た
。 

一
行
は
教
室
の
昼
班
の
メ
ン
バ
ー
に

加
え
て
高
見
さ
ん
の
奥
さ
ん
、
赤
澤

さ
ん
の
ご
主
人
の
参
加
が
あ
り
総

勢
１０
名
。 

以
前
足
守
に
住
ん
で
い
た
講
師
の

高
階
さ
ん
の
案
内
で
、
近
水
公
園
と

そ
の
周
辺
を
散
策
し
た
後
公
園
で

昼
食
。
そ
し
て
元
小
学
校
教
師
の
平

井
講
師
が
物
語
「
桃
太
郎
」
を
情
感

を
こ
め
て
朗
読
、
皆
が
聞
き
入
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
「
桃
太
郎
」
「
故
郷
」

な
ど
の
唱
歌
か
ら
「
北
国
の
春
」
へ
と

合
唱
が
は
ず
み
ま
し
た
。 

 

続
い
て
場
所
を
体
験
工
房
「
足
守

プ
ラ
ザ
」に
移
動
、
２
時
間
余
、
土
ひ

平
和
の
波
２
０
０
９
お
か
や
ま 

 

６
月
１４
日
（日
） 

反
戦
・平
和
・名
作
の
集
い 

① 

「雲
な
が
る
る
果
て
に
」 

１０
時
３０
分
～ 

② 

「Ｚ
」 

１３
時
３０
分
～ 

参
加
費
無
料 

主
催
：平
和
の
波
お
か
や
ま
実
行
委
員
会 

  

６
月
２０
日
（土
） 

戦
争
遺
跡
バ
ス
ツ
ア
ー 

 

関
西
高
校
（
武
器
庫
跡
）
、
岡
山
工
業
高

校
（
旧
海
軍
被
服
廠
倉
庫
）
、
春
日
神
社

（焼
け
跡
を
残
す
玉
垣
）な
ど 

１３
時
・
岡
山
空
襲
平
和
資
料
館
集
合
、

参
加
費
：５
０
０
円 

主
催
：岡
山
の
戦
争
と
戦
災
を
記
録
す
る
会 

 

６
月
２２
日
（月
）～
７
月
２０
日 

（日
・祝
） 

（予
定
） 

第
１１
回
平
和
七
夕
ま
つ
り 

駅
前
商
店
街
・表
町
商
店
街
に
折
り
鶴
を 

主
催
：平
和
の
波
お
か
や
ま
実
行
委
員
会 

今
年
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
に
加
入
し
ま
し
た 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部
は
、

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
に
入
っ
て
い
ま
す
。 

２
０
１
０
年
３
月
末
ま
で
、
３４
人
を

登
録
し
ま
し
た
。 

 

支
部
理
事
、
中
国
語
講
師
、
日
本

語
教
室
講
師
、
友
好
新
聞
発
送
係

の
皆
さ
ん
で
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
場
へ
の
往
復

の
事
故
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
場

（
加
害
、
被
害
と
も
）
で
医
療
を
受

け
た
時
は
、
す
ぐ
領
収
書
を
添
え
て

遠
慮
な
く
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

例 

５
月
13
日
、
中
国
帰
国
者
の
日
本
語
教
室
・

岡
山
の
会
は
、
校
外
学
習
と
し
て
和
気
町
「
藤

棚
」の
見
物
に
出
か
け
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
高
杉
・
篠
原
夫
妻
、
益
田
夫
妻
と
お

孫
さ
ん
な
ど
受
講
者
が
12
名
及
び
講
師
は
、
赤

木
夫
妻
を
は
じ
め
８
名
の
計
20
名
が
参
加
し
ま

し
た
。 

ね
り
に
熱
中
し
ま
し
た
。
皆
、
目
の
色

を
変
え
、
時
に
は
先
生
の
援
助
を
受
け

オ
リ
ジ
ナ
ル
品
を
仕
上
げ
ま
し
た
。
作

品
は
釉
薬
を
つ
け
て
焼
き
上
げ
２
ヵ
月

後
に
出
来
上
が
る
予
定
。
楽
し
み
で

す
。 

  


